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Ⅰ　総括検査内容

１． □ □ 事業計画書 □ ＯＫ

□ 交付申請書 □ 指導改善

□ 実績報告書 □ 返還

（所見・指導等）

□ □ 交付申請書 □ ＯＫ

□ 交付決定通知書 □ 指導改善

□ 実績報告書 □ 返還

（所見・指導等）

２． □ □ 事業計画書 □ ＯＫ

□ 交付申請書 □ 指導改善

□ 交付決定通知書 □ 返還

□ 実績報告書　等 （所見・指導等）

□ □ □ ＯＫ

□ 指導改善

□ □ 返還

（所見・指導等）

□ 納品書

□ 請求書

□ 領収書

□

□

　進捗状況や事業完了
について、状況を確認
する。
　複数年採択している
場合や他の補助金を受
給している場合には、
それらの事業等の関連
についても注意を払
い、重複がないことを確
認する。

検査年月日

検査担当者

検査担当者

見積書（カタログ）

契約書（請書）又
は注文書（請書）

振込申込書（振
込依頼書）

通帳（普通預
金・当座預金）
等

関係書類等 確認
補助事業が計画どおり順
調に進んでいるか。計画期
間内（年度内）に補助事業
を終了できる見通しか、ま
たは計画どおりに終了した
か。

事　　業　　名

検査事項

　支払関係書類は、保
管・整理する必要性を
伝える。（実物は、個々
の経費を検査する際に
確認する。）

　変更している場合（変
更が見込まれる場合）
は、その理由（事業内
容と矛盾しないか等）を
確認し、変更承認申請
を行うよう指導する。

補助金関係書類は、必要
なものが明確に整理・区分
されているか。

　補助金関係書類は、
見出しを付けて時系列
に整理することが望ま
しい旨指導するととも
に、実物を確認する。

備考

補助事業者名

事　業　年　度

検査の着眼点

所　　在　　地

電　話　番　号

支払関係書類は、補助対
象物件毎に時系列に整理
されているか。

補助事業の
進捗・完了状
況

関係書類の
保管状況

交付決定時の計画から、
補助対象経費の配分また
は内容（金額等）を著しく変
更していないか。

福井県介護人材「活用」推進事業（働き方の見直し）補助金検査調書 （長寿福祉課）

検 査 会 場



３． □ □ 総勘定元帳 □ ＯＫ

□ □ 指導改善

□ □ 返還

□ 銀行振込の場合 （所見・指導等）

□

□

□

４． □ □ （責任者◎◎　）は認識している

（担当者××　）は認識している

□ （責任者　　　　）は認識していない

（担当者　　　　）は認識していない

（所見・指導等）

□ □ （責任者◎◎　）は認識している

（担当者××　　）は認識している

□ （責任者　　　　）は認識していない

（担当者　　　　）は認識していない

（所見・指導等）

□ □ □ ＯＫ
□ 指導改善
□ 返還

□ （所見・指導等）

□

交付決定額どおりの決
算額となっている場合、
調整している勘定科目
を、期末の元帳と証拠
書類等で照合し、合理
的理由なしに不適正経
理や無駄遣いがないこ
とを確認する。

責任者および担当者が
「預け金」「一括払」「差
替え」「翌年度納入」「前
年度納入」の経理処理
が不適正経理であるこ
とを認識しているかを
質問する。

責任者および担当者が
「補助金の使い切り意
識の排除」を認識して
いるかを質問する。

交付決定額どおり
の決算額となって
いないか。

合理的理由なしに
不適正経理や無
駄遣いが行われ
ていないことを確
認する。

合理的理由なしに、交付決
定額どおりの決算額となっ
ていないか。

交付決定額どおり
の場合の経理処
理はどういうもの
かを質問する。

不適正経理に対する認識
があるか。

補助金の使い切り意識の
排除の認識があるか。

確認

取得したものについて、支
払がされているか。

関係書類等検査の着眼点
補助事業に関する支払関
係は、記帳されているか。

資産に計上するものと経費
に計上するものを明確に処
理しているか。

購入先、外注先、委託先等
から、支払後に入金がない
かどうか。（いわゆる、キッ
クバックや支払の見せかけ
はないか。）

検査事項

その他

支払いは、年度内に完了さ
せるようになっているか。

備考

　支払状況の確認は、
支払伝票等と帳簿とを
照合して行う。（日付、
発行者等に矛盾がない
か等に留意する。）

　関係帳簿等への記帳
を注意喚起する。
　記帳が未整備の場合
は、作成後に提出する
よう指導すること。
　なお、確定検査時ま
でに総勘定元帳や固定
資産台帳が未整理の
場合は、作成後に提出
するよう指導するととも
に、提出後、内容につ
いて必ず確認を行うこ
と。

　補助事業に要した経
費の支払いは、年度内
に完了させるよう指導
する。

関係帳簿等
の記帳状況 補助簿（固定資

産台帳等）

銀行発行の口
座振込通知書と
ともに通帳等で
支出の確認をす
ること。



Ⅱ　補助対象経費検査内容
各補助事業の対象経費に係るものを検査すること。

１． □ □ ＯＫ
□ 指導改善
□ 返還

□ （所見・指導等）

□ 技術コンサルタントを選定した理由は何か。
□

（メモ）

検査事項

（注１）
（注２） 対象経費の運用については、当該補助事業の要綱、要領や事務連絡等の取扱い規程が優先する

ので、留意すること。

技術指導受入費・コン
サルタント費　（産業財
産権の導入に伴う技術
指導又は研究に特に必
要な外部からの技術指
導に支払われる経費及
びＩＴコーディネータ等の
専門家のコンサルティ
ングに係る経費等）

見積書等（指導期間、延指導時間数、契約金額、１時間当
たりの単価、指導者の氏名・略歴・年齢等が明記されてい
るもの）が整備されているか。

指導者が署名捺印した報告書（又は類するもの）など具体
的に指導を受けたことが分かるものを整備しているか。

謝金と外注先が技術コンサルタントと一緒になっていない
か。（業務の違いが明確になっているか。）

確認検査の着眼点


